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水田からのメタンと亜酸化窒素の発生量の関係．

左上の赤色の範囲は、温暖化ポテンシャルを用いて
二酸化炭素の発生量に換算すると、亜酸化窒素の
発生量がメタンよりも多い部分である。

an)

メタンと亜酸化窒素のトレードオフ効果

－農耕地からの温室効果ガス発生量の評価－ 農業環境技術研究所

温暖化ポテンシャル
（ＧＷＰ）

二酸化炭素（CO2） 1
メタン（CH4） 21
亜酸化窒素（N2O） 310

•左図の波線は、トレードオフの関係を示
す。
•左図の左上領域の境界線より上位では
、温室効果に対して亜酸化窒素の制御が
より大きく影響する。

•畜産を含めた農業セクターからのメタン発
生量は全体の50％～60％。このうち約11％
が水田から発生(IPCC, 1995)。
•農業セクター（農耕土壌、バイオマス燃焼、
畜産）から約40％発生(Kroeze et al., 1999)。

八木らの結果

（鶴田・八木作成）

水稲収量と気温の経年変化

y = 0.0106x - 21.112

R2 = 0.4127

y = 2.8429x - 5179.6

R2 = 0.8995
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作況指数の経年変化
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①①周期的？に冷害が発生、東北地方の太平洋側で低下周期的？に冷害が発生、東北地方の太平洋側で低下
②②最近、九州地方で不作が続いている最近、九州地方で不作が続いている

（林, 2007）

Fig. 1  Changes of paddy rice yield (unhulled)
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東アジアの冷夏の特徴

（Hayashi et al., 1998）

South Korea
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東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

気候変動の健康影響気候変動の健康影響：：

感染症その他の健康被害の脅威と対処法感染症その他の健康被害の脅威と対処法

東北大学大学院医学系研究科東北大学大学院医学系研究科

押谷押谷 仁仁

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

気候変動の健康に及ぼす影響気候変動の健康に及ぼす影響

気候変動

• 熱波

• 異常気象

• 気温

• 降水量

環境汚染

感染経路

温度に関連した疾病と

死亡

異常気象に関連した健

康影響

大気汚染に関連した健

康影響

水・食物由来の疾病

媒介動物由来の疾病

食料・水の不足による影

響

精神・栄養・感染症その

他の健康影響

農業・水資源

社会経済・

人口動態

（Climate changes and human health - Risk and Responsesより一部改変）

気候変動

健康影響

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

気候変動の感染症に及ぼす影響気候変動の感染症に及ぼす影響

気候変動

降雨量・降雨パターンの変化 気温の上昇異常気象

台風などの自
然災害に伴う
感染症の異

常発生

海水面の上
昇などの環
境の変化

(例）マラリア・デング

環境の変化に
伴う感染症の

増加

感染症を媒介
する動物・昆

虫の増加

動物・昆虫を
媒介とする感
染症の増加

安全な水・
食物の不足

(例）コレラ

水・食物を媒
介とする感染

症の増加

(例）下痢症・食中毒

季節性を持つ
感染症のパ

ターンの変化

(例）インフルエンザ
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東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

気候変動の感染症に及ぼす影響気候変動の感染症に及ぼす影響

感染症は宿主・微生物・環境の要因が複雑に絡み感染症は宿主・微生物・環境の要因が複雑に絡み
合って発生する合って発生する

気候因子は環境要因のうちの一部を規定するに過気候因子は環境要因のうちの一部を規定するに過
ぎないぎない

気候変動の感染症に及ぼす影響を正しく評価する気候変動の感染症に及ぼす影響を正しく評価する
ことは非常に難しいことは非常に難しい

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

温暖化とコレラ温暖化とコレラ

コレラを含むコレラを含むVibrioVibrio属の細菌は属の細菌は

もともと海水と淡水の交じり合うもともと海水と淡水の交じり合う
汽水域に生息汽水域に生息

海水温の上昇がコレラ患者数海水温の上昇がコレラ患者数
の増加と関連の増加と関連

海水面の上昇とともに汽水域が海水面の上昇とともに汽水域が
拡大するとコレラ患者の増大に拡大するとコレラ患者の増大に
つながる可能性があるつながる可能性がある

Lobitz, Brad et al. (2000) Proc. Natl. 
Acad. Sci. USA 97, 1438-1443

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

温暖化とデング熱温暖化とデング熱

Reinfestation by Aedes aegypti in the Americas

1970 2002

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20
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東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20 東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

温暖化とリフトバレー熱温暖化とリフトバレー熱

リフトバレー熱リフトバレー熱

•• 主にアフリカに見られるウイルス感染症主にアフリカに見られるウイルス感染症

•• 家畜家畜((ヒツジ・ヤギ・ウシ）などから蚊を媒介してヒトヒツジ・ヤギ・ウシ）などから蚊を媒介してヒト

に感染に感染

インド洋の海水温が上昇→アフリカでの降水インド洋の海水温が上昇→アフリカでの降水
量の増加→媒介蚊の増加→家畜での感染率量の増加→媒介蚊の増加→家畜での感染率
の増加→ヒトでの感染の増加の増加→ヒトでの感染の増加

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20 東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

20062006年末から年末から20072007年に年に

かけてのリフトバレー熱かけてのリフトバレー熱
の流行の流行

タンザニアタンザニア

•• 264264例（死者１０９）例（死者１０９）

ケニアケニア

•• 684684例（死者１５５）例（死者１５５）

ソマリアソマリア

•• 114114例（死者例（死者5151））

（（20072007年年55月月99日現在）日現在）
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東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

温暖化と季節性を持つ感染症温暖化と季節性を持つ感染症

多くの感染症には季節性がある多くの感染症には季節性がある

((例：インフルエンザ）例：インフルエンザ）

温暖化により感染症の季節性がどのように変温暖化により感染症の季節性がどのように変
化していくのかはよくわかっていない化していくのかはよくわかっていない

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

（感染症研究所 感染症情報センター）

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20 東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

北半球

熱帯・亜熱帯

アジア・太平洋地域のインフルエンザ流行のパターン

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

南半球

34



東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

（Climate changes and human 
health - Risk and Responses）

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

温暖化と新興感染症温暖化と新興感染症

近年連続して起きている近年連続して起きているSARSSARS・鳥インフルン・鳥インフルン

ザなどの新興感染症は気候変動と関連があザなどの新興感染症は気候変動と関連があ
るのか？るのか？

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

気候変動による感染症以外の健康被害気候変動による感染症以外の健康被害

熱波・暑熱の影響熱波・暑熱の影響

•• 熱中症：特に社会的弱者に大きな影響熱中症：特に社会的弱者に大きな影響

（先進国では高齢者、途上国では貧困層）（先進国では高齢者、途上国では貧困層）

洪水・台風などの自然災害による健康被害の洪水・台風などの自然災害による健康被害の
増大増大

旱魃による食料の不足旱魃による食料の不足

安全な水の不足安全な水の不足

オゾン層の破壊による紫外線の増加オゾン層の破壊による紫外線の増加

東北大学医学系研究科微生物学分野内閣府気候変動シンポジウム 2007.8.20

気候変動による健康被害への対応気候変動による健康被害への対応

気候変動が感染症等、健康に及ぼす影響につ気候変動が感染症等、健康に及ぼす影響につ
いてはよくわかっていないいてはよくわかっていない

現時点での影響および将来予測についての評価を現時点での影響および将来予測についての評価を
さまざまな角度から行う必要があるさまざまな角度から行う必要がある

影響を継続的にモニタリングする必要がある影響を継続的にモニタリングする必要がある

健康被害を最小限に抑えるために有効な対策を国健康被害を最小限に抑えるために有効な対策を国
際的な枠組みの中で進めていく必要がある際的な枠組みの中で進めていく必要がある
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